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1.はじめに 

 平成 30 年の西日本豪雨を契機に、ため池 2 法が成立し、老朽ため池の改修整備が促

進されることとなった。ため池工事でも、設計･施工段階において生産性向上の取組を

進めていく必要があり、その選択肢の 1 つとして、2 次製品の活用がある。 

2 次製品を適切に使用することは、ため池工

事において、作業性向上、工事品質向上に寄与

することが期待される。一方で、使い方を誤る

と要求性能を満足せず、ため池のような長期

湛水施設では、適用範囲以外の使用は、一時的

に機能保持されるが、長期的には漏水発生の

恐れがある。したがって、2 次製品の適用範囲、

弱点を十分把握し使用することが重要となる 

(表-1) 。 

今回、ベントナイトシート工法、プレキャスト底樋工法、柔構造底樋工法について適

用範囲と留意点、弱点を考慮した適切な補強工法を検討する。 

2. 2 次製品活用工法の弱点と適用範囲 

(1) ベントナイトシート工法 

ベントナイトシート工法の適用範囲根拠とし

て、堤体高Ｈ＝3ｍでの、Ｅディフェンスによ

る耐震実験がある 1)。レベル 2 地震動の結果、

1)遮水シート堤体天端に幅 10mm 程度の大きな

クラックが堤体軸方向に複数発生した。2)ベン

トナイトシートを境に、盛土が異なる動きをし

た(図-1)等、多くの点で前刃金工法より盛土の

安定性が劣る事実が判明した。受益者の立場か

ら、要求耐震性能を「限定的な損傷にとどめる」とした場合、1cm 程度の複数クラック

は、「機能の回復が速やかに行い得る性能」ではない。クラック面で性能評価すると、

ベントナイトシート工法適用範囲は、Ｈ＜5ｍの小規模ため池ではないかと考えられる。 

(2) プレキャスト底樋工法  

ため池底樋は、生産性、安全性の点で、プレキャスト製品への移行が考えられる。た

め池設計指針の底樋工標準断面図では、基礎コンクリートと底樋本体の間は、コンク

リートの接着面のみで、この面での漏水は考えられない。 
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表-1 2 次製品活用工法の特徴 

図-1 盛土動き区分図 
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製品名

工法名

・軽量で現場持
ち込みが容易

ベントナイト
シート

・刃金土を探す
必要がない

長 所

・工期短縮

ベントナイト
シート工法

プレキャスト
底樋工法

柔構造
底樋工法

たわみ性管

プレキャスト
底樋

・柔構造管路と底樋部
の間の空隙発生が懸念
される

・敷モルタル部分から
の漏水が懸念される

・平滑なコンクリート
外周部からの漏水が懸
念される

・突き棒締め固めによ
る施工のバラツキ

弱 点

・シートによって､盛
土構造の縁が切れる
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しかし、プレキャスト底樋では、この面を敷モルタルか、CB モルタルで施工するの

で、遮水に不十分な構造となる。この面の遮水が適切であれば、ため池整備指針対応の

Ｈ＜15ｍのため池までが適用範囲になると考

えられる。 

(3) 柔構造底樋工法 

 軟弱な基礎地盤に対して、柔構造底樋工法

として、たわみ性管を用いるが、底樋管下部の

突き棒による施工の締め固めにバラツキが発

生する。突き棒 (図-2)では、業者の施工時の

バラツキによってパイピング経路が生じる。 

 本工法は、高堤高の大規模ため池には、漏水リスクの高い工法となる。このため、柔

構造底樋工法の適用範囲は、Ｈ＜5ｍの小規模ため池ではないかと考えられる。 

3. 2 次製品工法の弱点補強工法 

 各工法の弱点を知り、対策を立てて、2 次製品工法を適切に使用することが重要であ

る。各工法の補強工法を提案する。 

(1) ベントナイトシート工法 

ベントナイトシート工法の弱点を補強する

ために、前刃金工法と組み合わせたハイブリッ

ド工法を提案する(図-3)。ベントナイトシート

工法の漏水事例が確認されるトレンチ基礎レキ層部対策ともなる。又、ベントナイト

シートの高さも低くでき、レベル 2 地震時のひび割れ幅を小さくできる。 

(2) プレキャスト底樋工法 

遮水ゾーンの敷モルタル部からの漏水要因は、排除

する必要がある。無収縮モルタルによるグラウチング

等の実施を提案する(図-4)。これによって基礎コンク

リートと 2 次製品を一体化し、漏水を防止できる。  

(3) 柔構造底樋工法 

90°半巻きコンクリート基礎工を提案する(図-5)。底

樋直下埋土部分の遮水を保証するため、伸縮目地等を多

くした半巻きコンクリートで、管下部の埋土部分をコン

クリート充填しパイピングを防止する。 

4. まとめ 

 2 次製品の適用範囲は、リスク回避の面から小規模た

め池（H＜5m）が適用範囲と考えられる。ため池の施工

条件は、各池毎に異なる。さらなる安全性、持続性の求められる大・中規模（H≧5ｍ）

ため池への 2 次製品適用には、十分に留意した設計・実施が必要である。 
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図-2 柔構造底樋下部の締固め方法 

図-4 無収縮グラウト注入 

図-5 90°半巻きコンクリート

図-3 ハイブリッドベントナイトシート
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